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令和７年度社会福祉大会開催
社会福祉大会については、２Pに記事を掲載しております。

令和８年
２月

西町たんぽぽの会の皆さんと参加者で合唱

社
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玲
子
さ
ん
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■広報誌の主な内容

若桜町社会福祉大会、歳末慰問事業

デイサービスだより

若ざくらふれあい作業所だより
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11
月
30
日
（
日
）
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
福

祉
の
充
実
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、
「
だ

れ
も
が
い
つ
ま
で
も
ふ
れ
合
い
支
え
合
い

に
包
ま
れ
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

テ
ー
マ
に
、
若
桜
町
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も
よ
く
、
約

70
人
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
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夏
休
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

感
謝
状
受
賞

多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
、
そ
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
す
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

歳末慰問を実施しました！！

若
桜
町
社
会
福
祉
大
会

開
会
行
事
で
は
、
若
桜
町
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
を
行
い
、
個
人
5
名
、
2

団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
夏
休
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
感
謝
状
」
を
設

け
、
本
会
の
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

事
業
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
積
極
的
な

参
加
と
、
そ
の
主
体
的
な
取
組
み
を
称
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
3
名
に
感
謝
状

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
落
語
家
の
笑
福

亭
勝
利
さ
ん
を
お
招
き
し
、
「
笑

顔
ひ
ろ
が
る
、
仲
間
と
つ
な
が
る

地
域
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、
笑
う

こ
と
の
大
切
さ
、
笑
う
こ
と
は
健

康
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
の
お
話

や
、
誰
も
が
楽
し
め
る
落
語
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら
参
加
者

の
顔
や
宝
船
な
ど
の
「
紙
切
り
」

を
見
事
に
仕
上
げ
ら
れ
、
会
場
は

終
始
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
「
西
町
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
」
の
皆
さ
ん
の
歌
声
に
合
わ

せ
て
来
場
者
全
員
で
合
唱
し
、
会

場
が
一
体
と
な
る
温
か
な
雰
囲
気

の
中
、
閉
会
し
ま
し
た
。

赤い羽根共同募金の配分金を受け、
お一人暮らしの、75歳以上の方及び
障害者手帳をお持ちの方を対象に、
歳末慰問を実施しました。
12月17日、19日には、ボランティ
ア団体「すずらんの会」と一緒に訪問活動を行いました。会員
から歳末のプレゼントが手渡され、笑顔で近況を報告し合うな
ど、心温まる訪問となりました。

川東忠義さん(右)

藤原蓮歌さん(右)

参加者をモデルに紙切りを披露

今年度はフリーズドライお味
噌汁、焼き菓子、レトルト惣
菜等をプレゼントしました。



デイサービスだより
●園児との交流会

●4年生の福祉学習

●クリスマス会

１２月４日・８日の２日間、若桜学園４年
生の児童が福祉学習のため来訪されました。
迫力ある「ソーラン節」の披露にはじまり、
レクリエーションではチーム対抗のボウリン
グ大会を開催。児童と利用者様が協力し、白
熱した一戦となりました。最後は全員で「も
みじ」を合唱し、世代を超えた交流による充
実したひとときを過ごすことができました。

１１月１１日、こども園との２回目
の交流会を開催しました。まずは園児
たちによる元気いっぱいの歌の披露か
らスタート！可愛らしい歌声に利用者
の皆様も自然と笑顔がこぼれ、一気に
和やかな雰囲気に包まれました。
その後は、一緒に体操やバランスゲー
ムに挑戦。声を掛け合いながらのハラ
ハラドキドキな展開に、応援と笑い声
が響く、心温まる一日となりました。

１２月２２日から２７日にかけて、クリス
マス会を開催しました。ビンゴゲームや、職
員によるハンドベルの演奏で大盛り上がり！
また、利用者の皆様に靴下をプレゼントさせ
ていただきました。１年の締めくくりにふさ
わしい、笑顔あふれるイベントとなりました。
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12月16日に鳥取いなば農業協同組合女性会様
より、お米10㌔を寄贈していただきました。
いただいたお米は、社協デイサービスの昼食
で美味しくいただきました。温かいご支援に、
心より感謝申し上げます。

JA女性会よりお米を寄贈
していただきました

社協デイサービスの昼食



若ざくらふれあい作業所だより
・・●・・●・・・●・・・●・・・●・・●・・

２月 ３月

５日 ５日

１２日 １２日

１９日 １９日

２６日 ２6日

若ざくら生芋こんにゃくの販売 について

（予約販売日） （販売店）

予約購入は下記までご連絡ください。

若ざくらふれあい作業所 連絡先（直通）

電話：７６-５０３５ IP電話：９７６-５０３５
この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金事業（一部）で発行しております。

「ふれあい広場」 １１月８日（土）

障がいや障がいのある人への理解を深めるイベントが、気高町農業者トレーニングセン
ターで開催され、バザーを出店しました。舞台では、利用者の方は自分の仕事や、好きな
ことを発表したり、ゲーム参加などもあり楽しいイベントでした。

販売店は、売切れにならない限り
いつでも購入できます♪

「鳥の劇場」・ワークショップに参加
１２月１日（月）

・道の駅 若桜桜ん坊 ・さんフレッシュいなば

・ローランドマーケット ・道の駅 西いなば気楽里

・マルイ宮長店、国府店、湖山店、薬師町店 ・わったいな

池田分館で開催されたおしゃべりランチ
会に参加しました。当日は、オムライス、
野菜と肉団子のスープ、サラダなどの昼食
を美味しくいただきました。昼食後は池田
チームと作業所チームに分かれ、ボッチャ
を通して交流を深めました。

【こんにゃく芋の買取について】若桜町産のこんにゃく芋が不足しています。

少量でも買い取り致しますので、下記までご連絡ください。

「おしゃべりランチ会」１１月２１日（金）

今回で３回目となるワークショップに、利用
者、家族会、職員が参加しました。はじめに、
「アナンシと五」という、ジャマイカの昔話を
鑑賞しました。そのあとのワークショップでは、
3チームに分かれて寸劇の設定を考え、皆の前
で発表しました。
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